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Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
に
よ
る
日
本
人
殺
害
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
に
よ
る
日
本
人
殺
害
事
件
は
、
極
め
て
卑
劣
で
残
虐
で
あ
り
決
し
て
許
す
こ
と
の
で
き
な

い
行
為
で
あ
る
。
与
野
党
を
問
わ
ず
日
本
が
一
体
と
な
っ
て
テ
ロ
対
策
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
な
ぜ

日
本
人
殺
害
事
件
が
起
き
た
の
か
、
政
府
の
対
応
は
他
に
選
択
肢
が
な
か
っ
た
の
か
、
今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
日
本
人
が

海
外
に
お
い
て
殺
害
さ
れ
る
事
件
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
多
角
的
な
、
時
に
は
批
判
を
恐
れ
な
い
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

検
証
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
が
日
本
人
二
人
を
人
質
に
二
億
ド
ル
の
身
代
金
を
要
求
す
る
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
公
開
す
る
一
月
二
十
日
ま
で
の
日
本
政
府
の
対
応
と
、
一
月
二
十
日
以
降
の
そ
の
後
の
対
応
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。特

に
、
一
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
、
な
ぜ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
は
二
人
の
日
本
人
を
人
質
に
身
代
金
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
日

本
政
府
の
対
応
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
日
本
人
が
海
外
で
殺
害
さ
れ
る
よ
う
な
事
件
が
二
度
と
起
き

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
少
し
で
も
一
助
と
な
る
べ
く
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
七
年
一
月
十
七
日
、
日
エ
ジ
プ
ト
経
済
合
同
委
員
会
会
合
に
お
け
る
安
倍
総
理
の
中
東
政
策
ス
ピ
ー
チ
に
お
い

て
、
安
倍
総
理
は
「
日
本
政
府
は
、
中
東
全
体
を
視
野
に
入
れ
、
人
道
支
援
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
非
軍
事
の
分
野
で
、
二

一



十
五
億
ド
ル
相
当
の
支
援
を
実
施
」
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
「
ま
ず
私
は
ア
ン
マ
ン
で
、
激
動
す
る
情
勢
の
最
前
線
に
立
つ

ヨ
ル
ダ
ン
政
府
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
表
明
」
す
る
と
と
も
に
、
「
地
道
な
人
材
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め
、
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｌ
と
闘
う
周
辺
各
国
に
、
総
額
二
億
ド
ル
程
度
、
支
援
を
お
約
束
し
ま
す
」
と
発
言
し
て
い
る
。
外
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
緊
急
・
人
道
支
援
の
基
本
概
念
」
に
よ
れ
ば
、
国
際
的
に
人
道
支
援
の
基
本
原
則
は
（
一
）
人
道
原
則
、
（
二
）

公
平
原
則
、
（
三
）
中
立
原
則
、
（
四
）
独
立
原
則

が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
（
三
）
で
は
、
「
い
か
な
る
場
合
に
も
政
治

的
、
人
種
的
、
宗
教
的
、
思
想
的
な
対
立
に
お
い
て
一
方
の
当
事
者
に
加
担
し
な
い
こ
と
」
、
（
四
）
で
は
、
「
政
治
的
、

経
済
的
、
軍
事
的
な
ど
い
か
な
る
立
場
に
も
左
右
さ
れ
ず
、
自
主
性
を
保
ち
な
が
ら
人
道
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
」
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。

①

「
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
と
闘
う
周
辺
各
国
」
に
二
億
ド
ル
程
度
支
援
す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
人
道
支
援
に
当
た
る
の

か
。

②

人
道
支
援
と
し
な
が
ら
、
「
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
と
闘
う
周
辺
各
国
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
一
見
、
人
道
支
援
の
基
本
原
則
で

あ
る
中
立
原
則
を
担
保
し
な
い
ま
ま
、
支
援
す
る
こ
と
は
過
去
の
事
例
に
あ
っ
た
の
か
。

二

二
月
二
日
付
け
朝
日
新
聞
朝
刊
に
、
内
藤
正
典
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
が
、
「
『
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
と
闘
う
周
辺
各
国
へ
の
支

二



援
を
約
束
す
る
』
と
い
う
表
現
は
、
二
人
の
人
質
が
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
相
手
を
挑
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
不
用
意

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
安
倍
総
理
の
中
東
政
策
ス
ピ
ー
チ
を
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
月
三
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

「
時
論
公
論
」
の
中
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
出
川
展
恒
氏
も
、
同
様
に
不
用
意
で
あ
っ
た
と
解
説
し
て
い
る
。
同
様
の
議
論

は
、
複
数
の
中
東
専
門
家
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
て
い
る
。

①

こ
れ
ら
の
指
摘
に
対
し
て
、
安
倍
総
理
の
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
す
る
か
。

②

安
倍
総
理
が
中
東
を
訪
問
し
中
東
政
策
ス
ピ
ー
チ
を
公
表
す
る
過
程
で
、
政
府
部
内
で
は
二
人
の
人
質
が
い
る
こ
と
が

念
頭
に
議
論
さ
れ
た
の
か
。

③

総
理
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
草
稿
す
る
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
に
言
葉
を
選
ぶ
と
思
う
が
、
誰
が
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
管
理
す

る
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
か
。

三

同
朝
日
新
聞
朝
刊
に
青
山
弘
之
東
京
外
国
語
大
学
教
授
は
、
「
国
民
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
た
め
、
安
倍
首
相
は
人
道

支
援
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
何
を
、
ど
こ
に
、
ど
う
届
け
る
の
か
を
明
確
に
示
し
て
欲
し
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
安
倍
総

理
は
、
二
月
一
日
の
声
明
で
、
三
項
目
に
「
中
東
へ
の
食
糧
、
医
療
な
ど
の
人
道
支
援
を
、
更
に
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

テ
ロ
と
闘
う
国
際
社
会
に
お
い
て
、
日
本
と
し
て
の
責
任
を
、
毅
然
と
し
て
、
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
発
表
し
て
い
る

三



が
、
具
体
的
に
何
を
、
ど
こ
に
、
ど
う
届
け
る
の
か
。

四

二
月
二
日
付
け
読
売
新
聞
朝
刊
に
、
「
『
イ
ス
ラ
ム
国
』
系
テ
ロ
活
発
化
」
と
題
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
関
係
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
テ
ロ
が
活
発
化
し
て
い
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
の
米
国
国
際
大
学
の
マ
チ
ャ
リ
ア
・
ム
ネ
ネ
教
授
は
「
今

回
の
事
件
で
、
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
な
ど
が
日
本
を
攻
撃
対
象
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。

①

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
関
係
グ
ル
ー
プ
は
日
本
国
内
に
存
在
す
る
の
か
。

②

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
関
係
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
国
を
日
本
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
把
握
し
て
い
る
国
は
ど
こ
か
。

③

現
在
、
中
東
地
域
で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
日
本
人
は
い
る
か
ど
う
か
把
握
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


